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～ 伊豆沼・内沼自然再生へのスタート ～

官・民・学での自然再生協議会を設立
伊豆沼・内沼の自然再生に向けた取組がスタート
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H25：バス・バスターズ10年目
　魚類回復が見え始める

H28：ハス大規模に刈り払い
　鳥インフルエンザ対応

H29：ミコアイサ飛来数大き
　く増加

H30：マタナゴ12年ぶり確認
　・エビ類増加

R1：ゼニタナゴ繁殖確認
　エコトーン造成始める

R3：エコトーンでの植物再生
鳥類の利活用が見られ始める

R4：ゼニタナゴ復活　
　7月の大雨でハスが枯死
　水生植物園系統保存水槽
　流出

R6：沈水植物大きく回復
　ゼニタナゴ・ミコアイサ
　増加傾向

H27：ゼニタナゴ　19年ぶり確認
　ムサシモ発見、保存、増殖、移植
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H21：水生植物の復元着手
　ハス刈り着手（小規模）
　電気ショッカーボート本
　格導入
　　魚類回復が見え始める

H24：ジュンサイ発見

○伊豆沼・内沼自然再生全体構想
　　　　　　　　実施計画策定

★植物リスト（102科・489種）
★昆虫リスト（14目・180科・770種）
★伊豆沼・内沼生物多様性シンポジウム
＊東日本大震災

★公益法人に移行

●フライウエイパートナーシッ
　プ参加 

○県サンクリニューアル
　　　　　＊ラムサール30年
■栗駒山麓ジオパーク認定
○宮城県生物多様性地域戦略
　策定

★野生生物保護功労者
　環境大臣賞受賞

★自然再生活動を自己採点

＊新型コロナウイルス感染症流行
 

＊ミヤギテレビ「奇跡の沼」放映
＊BBC放送
　　　　　ガンねぐら入り放映
○県サンク入館者100万人達成
●生物多様性国家戦略改訂
　(2023～2030）

○宮城県生物多様性地域戦略
　改訂

　　　　　＊ラムサール40年
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CSR活動

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

伊豆沼・内沼の歩み 3　2009年（平成21年）～現在まで
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■平成27年（2015年）9月4日
　【河北新報】

■平成20年（2008年）9月26日
　【毎日新聞】

40th Anniversary of Ramsar Site Designation

■平成19年（2007年）8月21日
　【河北新報】

エコトーン造成
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伊豆沼・内沼の自然再生事業　
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前理事長　菊　地　永　祐
公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

　伊豆沼・内沼がラムサール条約登録湿地に指定され

てから４０年、宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団を核

として、地域住民、近隣行政等が一体となり、渡り鳥

など鳥類の生息地として、伊豆沼・内沼の環境を維持

し続けておられる事に敬意を表します。

　私の伊豆沼・内沼との関わり合いといえば、東北大

学の学生の頃に一度、白鳥を見に訪れたことを、おぼ

ろげながら思い出します。その後伊豆沼にはサンク

チュアリセンターを数回訪れた位でしたが、バス・バ

スターズのニュースを見たことが、伊豆沼そして財団

との関係を深めるきっかけでした。外来種ブラックバ

スを卵から成魚まで全ての生活環で駆除を試みるとい

うものでした。それまで私は東北大学で田んぼや干潟

などの水域の生物群集の研究を続けてきましたが、群

集の中心にいる魚類については採集が難しく、研究対

象から外しておりました。バス駆除の際には、バスだ

けでなく、他の多くの魚種も採集されるので、魚類も

研究に加えることができると思い、財団に研究の援助

をお願いに行き、定年間際でしたが、伊豆沼を研究地

に加えることになったのです。

　伊豆沼に調査で通う様になって実感したのは、その

環境・生物群集の保全活動の素晴らしさでした。私は

宮城県で最初に自然再生事業が開始された蒲生干潟を

長年調査地としてきており、当時は再生協議会の会長

をしておりました。その間東日本各地の再生事業の様

子を見る機会がありましたが、伊豆沼・内沼ほど自然

環境の保全活動が効果的、継続的になされている所は

ない様に感じました。

　再生事業の成功の鍵を握る重要なファクターは、継

続的な自然環境・生物群集の調査、モニタリングがな

されているか否かだと思っています。自然に手を加え

る場合、結果を予想しては行いますが、残念ながら予

想通りとならないのが常です。前後の自然の変化を常

に監視し、望ましい変化が得られる様操作を修正する、

いわゆる順応的管理が必要となります。伊豆沼・内沼

環境保全財団のように、現地に自然環境を常に監視、

研究する専門の組織を持っている再生事業はない様に

思います。

　バス駆除の活動は、財団を中心として、地域の方々、

地方の研究機関の研究者、漁協などが一体となって進

めており、ボランティアを募ることで自然保護思想の

普及、環境教育の面も併せ持っており、地方自治体も

当然指導・支援をしているはずだと思いますので、自

然再生推進法の趣旨そのものに合致した活動だと思い

ました。伊豆沼・内沼では、自然再生推進法に基づく

自然再生協議会が発足する前から長い間、自然再生事

業が行われて来ていたのです。

　伊豆沼・内沼では自然再生協議会の発足により自然

環境の保護・保全の方式が組織化され、自然再生の実

績が積み重ねられて来ております。今後の更なる環境

保全活動の継続、発展を確信し、期待、応援しており

ます。
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公益法人認定時の
事務局長として考えていたこと
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元常務理事兼事務局長　鹿　野　壽　悦
公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

　着任時の事務局長としての第一の役目は、財団法人

を公益財団法人に移行する業務でした。法律の改正に

より、公益法人になるか一般法人になるか選択する必

要があるのですが、従来の財団法人としての恩恵を受

けるためには必須の対応として、公益財団法人に移行

する必要があったのでした。

　県の公益法人認可の許可を受け登記しなければなり

ませんが、在任中かかり切りといった状態でした。申

請手続きの期限もありましたので、３年間で何とか成

し遂げなければならないとの思いでした。

　この手続きは、手順を踏まないと次の段階には行け

ないもので、公益法人認可の審査会のため、県の担当

課に関係書類を整えて提出するに当たっては、綱渡り

のきわどい期間設定が続き、最終的には、運良く間に

合ったなという状態でした。

　はじめは、皆目なにもわからないので、移行新シス

テムの概要と先例の情報収集、手続き手順、申請書類

の把握といった事項に、闇雲の状態で対処していまし

た。何とか公益法人移行を成し遂げなければならいと

いう使命感と大丈夫かなという不安もありました。

　申請に当たっては、新たに定款の制定や理事の選任

を行わなければなりません。そのためには、申請前に

定款の事前認定承認、開設時の理事を選任するには新

たな組織の評議員会を立上げ、理事の選任を決定して

もらわなければなりません。そのための評議員の選任

やその会議の開催など順々に行っていく必要がありま

した。

　事前の手続きで承認を得て、県に認可申請をするこ

とになりますが、認可する委員会開催に間に合うよう

に書類を提出しなければなりませんのでその期間がき

つく大変でした。しかしながら、関係する方々の御協

力もあり何とか間に合ったという状況でした。

　認可書が届いたらその次は公益財団法人の登記申請

手続きとなります。当時の法務局は、大崎市の仙台法

務局古川支局になりますが、それまで申請事例がなく

逆に尋ねられ、教えるということもありました。４月

１日付の公益法人への移行ということでもあり、年度

内の登記申請には間に合ったのですが、登記簿搭載に

時間を要するため謄本を入手し公益財団法人の登記を

書面で確認できたのは、当然ながら年度を越えてから

でした。

　この業務遂行の期間には、東日本大震災の発生もあ

り、被害を受けた施設の早期再開を目指すべき施設の

災害復旧工事等への対処も喫緊の課題でしたが、これ

らの対処と併せながらも公益財団法人移行へ漕ぎつけ

ることが出ました。これは職員をはじめ関係された

方々の御理解と御助力があったからこそと思っており

ます。

　“The 40th anniversary”節目の４０周年、この

サンクチュアリーの維持保全を持続してきた力は非常

に大きいものです。これまでと同様に自然環境の多様

性に対応する研究成果の発信を行い続け、地域の得難

い組織としての財団の永続を切に願うものです。
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公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団
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元研究員　芦　澤　　　淳
　

　私が伊豆沼・内沼の環境保全に携わった５年半を振

り返ってまず思うことは、伊豆沼・内沼の自然の魅力

です。それまでは関東に住んでいましたが、元々東北

の自然には憧れがありました。実際に伊豆沼・内沼に

やってくると、その自然のダイナミックさに圧倒され

ました。四季折々に変化する自然や風景、その中でた

くましく生きる生き物たちの営み、これらを毎日見る

ことができるのは、今思えばとても幸せなことでした。

伊豆沼・内沼について知る中で、この豊かな自然は、

一昔前にはどこにでもあったものが、現在でも奇跡的

に残っているということを知りました。人々の生活と

密接に関わるからこそ、いろいろな問題が生じており、

放っておいては守られないことも知りました。

　伊豆沼・内沼での保全活動の中で私が特に力を注い

だのが、オオクチバスなどの外来生物による環境破壊

に対する取り組みでした。私が携わった期間は、多く

の方々の努力により、オオクチバスによる被害が軽減

されていくとともに、在来生物が回復し始めた期間で

あり、自然の回復力を肌で感じ、劇的な変化を目の当

たりにすることができ、とても幸運だったと思ってい

ます。

　これまで、いくつかの保全活動の現場に携わること

がありましたが、厳しい現実も見てきました。自然を

守るのは難しく、時に簡単に無くなります。また、無

くなってしまったら二度と元には戻りません。伊豆沼・

内沼で保全活動に取り組む中で、ある時、１００年前

の伊豆沼周辺の地図を見る機会がありました。そこに

は北上川下流域に広大な湿地帯が広がり、伊豆沼・内

沼をはじめとする大小さまざまな湖沼がありました。

地図を見ながら、外来種が存在せず、そのままの自然

が残されていたころには、いったいどのような自然が

見られたのだろうと想像することがしばしばありまし

た。伊豆沼を離れた今、多くの方々の努力により奇跡

的に残された伊豆沼・内沼の魅力的な自然が、百年後

もその先も、過去のものとならずに存在し続けること

を心より願っています。

伊豆沼・内沼の環境保全活動に携わって想うこと
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元研究員　森　　　　晃
　

　この度は「伊豆沼・内沼」のラムサール条約登録４

０周年、心よりお祝い申し上げます。こうして記念す

べき年を迎えられたのも、ひとえに宮城県伊豆沼・内

沼環境保全財団の皆様のご尽力あってこそのことと存

じます。さて、記念誌に寄稿するにあたり、私と財団

との関わりを簡単に振り返りたいと思います。私が財

団の職員だったのは、２０１４年から２０１６年まで

の２年間という短い期間ではありましたが、自然再生

事業の取組、展示施設のリニューアル、バス・バスター

ズの運営、ガン・カモのカウントなど非常にやりがい

があるものでした。自然再生事業では沈水植物クロモ

の復元に関わりました。湖内にフェンスで囲んだうえ

で植栽しましたが、ほとんど定着せず残念だったこと

を覚えています。その後の状況を知るために、令和２

年の自然再生全体構想を拝見したところ、現在事業は

第２期に入り、第１期の課題を反映させ、移行帯を創

出し水位管理を基に植栽する対策を実施していること

がわかりました。この対策が効果を発揮し、透明度が

高く、多様な動植物を育む伊豆沼・内沼がみられるこ

とを期待しています。最近私は水生植物の観察のため

に各地の水辺を訪ねているのですが、琵琶湖の烏丸半

島に行った際に湖岸にクロモ、マツモ、オオトリゲモ、

ムサシモなどの水草が大量に打ち寄せられていて驚き

ました。このように近年琵琶湖では水草が大量に繁茂

し問題化しているようですが、繁茂の原因がわかれば

伊豆沼・内沼での復元事業の参考になるかもしれませ

ん。最後にこれからも、伊豆沼・内沼の自然を守り伝え、

ワイズユースを通じ地域の皆様に愛される組織として

ご活躍されることをお祈りいたします。

伊豆沼・内沼の環境保全活動に携わって想うこと

公益財団法人 宮城県伊豆沼・内沼環境保全財団

●ガガブタ


